
 
                                            

 
  

                                              
 
 
 

 
 
 

 
      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

今日のロータリーソング                       

 『 奉仕の理想 』   

 

前田会長 挨拶   （1１/７） 

ロータリーの言葉 
【 奉仕の理想 】 

ロータリーの綱領の中にあるＩｄｅａｌ ｏｆ Service直訳後で、ロータリー

でよく用いられる言葉。己に天職という使命を与えてくれた社会、ま

た己の職業を生かし続けさせてもらっている社会に感謝する時、そ

の仕え方（奉仕）の基本とし

て個人生活、社会生活、職

業生活の於いて利己的欲

求は最小限にとどめ、常に

最大利他の究極を求め続

けていこうとするロータリー

の奉仕哲学である。 

 

 

下田幹事 報告 
※ ワイヤーロック贈呈式 11月22日（木）14：30～春江中学校 

                 11月27日（火）16：00～坂井中学校 

１２月ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

※ 30周年記念式典実行委員長 林田千之会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ，１４５１

今回例会   第 １ ４ ５ １ 回  

平成１９年１１月 １３日（火） 

  次回例会   第 １ ４ ５ ２ 回  

 平成１９年１１月 ２１日（水） 

移動例会 「いねす」にて 外部卓話 三国税務署長山中ＲＣと合同例会  

 

第１４５０回例会 委員会報告 （１１月７日現在） 

【出席委員会】 

【ロータリー財団特別寄付】（ABC順・敬称略） 

北・小見山・前田・中田・奥村・下田・下村・髙尾 

 （本日13,000円 本年度累計236,000円）  

【米山記念奨学会】（ABC順・敬称略） 
川端・北・小見山・桑野・前田・前川・中田・奥村・下田・下村・髙尾             

（本日15,000円本年度累計252,000円） 

【ニコニコ箱】･･･（ABC順・敬称略） 

前田・・・桑野さん本日は卓話ありがとうございます。 

      結婚記念日を祝って頂いてありがとうございます。 

下田・・・桑野様 卓話ありがとうございます。 

林田（千）・桑野さん卓話よろしく楽しみにしています。 

石橋・・・結婚記念日を自祝 

川端・・・結婚記念日を自祝 

倉本・・・桑野様卓話ご苦労様です。張り切ってどうぞ！ 

桑野・・・本日はじめての卓話です。よろしくお願いします。 

水上・・・桑野さん卓話ご苦労様です。 

下村・・・桑野さん卓話ご苦労様です。妻の誕生日を自祝して 

髙尾・・・新世代委員会の行事に対するご協力に感謝して。 

髙嶋・・・桑野さん卓話ご苦労様です。 

竹内・・・桑野さん卓話ご苦労様です。 早退させて頂きます。 

竹澤・・・誕生日を自祝 

山下・・・中日ドラゴンズ ５３年ぶりの日本一を祝して。 

横山・・・結婚記念日を自祝 

ニコニコ箱→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５日 外部卓話 日興コーディアル証券 支店長 

１２日 地区財団補助金会 大塚委員長 

１９日 外部卓話 ２１世紀職業財団 所長 

２３日 クリスマス家族会 親睦委員会 

会員数 出 席 欠席届有 欠席届無 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率％

35 25 8 1 1 74.28 

ﾋﾞｼﾞﾀｰ受付のみ

11/16（金）鯖江 RC 

11/20（火）武生ＲＣ

本 日 の 合 計 本日迄の累計 前 年 度 と の 比 較

35,000円 622,000円 682,001円 

１１月祝事 



新会員卓話 

 私の恥かしい人生  
桑野賢吾会員 

先日、三国でのＩＭの懇親会の席上、一連の行事も終了し、程好く酔い

も廻ってきた頃藤本さんが来られて「７日に

卓話をしてくれ」という言葉に激震が走りま

した。以来本日までの１８日間、生きた心地

無く、のんびりと心の準備をしておりました

ところ２１日間も早めてくれとのご依頼でし

た。当クラブ入会の折、１時間に亘ってガイ

ダンスをいただいた他ならぬ藤本さんからの

一言にお断りする勇気も無く、本日を迎えて

しまった次第です。従って、準備の時間も無

く格調高い卓話をと思っていましたが、どう

か諸事情につきご賢察を賜りまして、赤裸々

な自分を語ることで貴重な時間を潰す事にな

りますが、どうかお許しを賜りたいと思いま

す。 
私は昭和２０年８月７日に福井市高木町で

出生しました。昭和２０年というと終戦の年で８月６日に広島原爆投下、

８月７日は私の出生、８月９日は長崎原爆、そして８月１５日終戦とま

さに日本の一大事のどさくさの間に誕生しました。このように重大な局

面で私を出生させた両親は非国民と云おうか、基本を忠実にと云おうか、

まさにやるべき事をキッチリとやった訳で、恥かしくも、素晴らしい両

親であったろうと思うのです。「あったろう」と申しましたのは、私は

出生４ヶ月で養子に出されようで、この年になって思うと、４ヶ月の幼

子を養子に出す両親の決断とその思いはいかばかりであったろうと思

うのですが、私は桑野家に貰われて来た訳です。 
桑野家は母の里、実家で、養父は母の弟に当たります。ずっと後にな

って知ったことですが、私には４人の兄と４人の姉があり私は９番目の

子のようです。養父母には実子が無く私を実子同然に育んでくれました。

家業として機業（ハタバ）を営んでおり、ドレープやビロードを織って

おり、私が小学６年生の頃から傾きだし、中学３年生の時に倒産してし

まいました。私を生んだ両親の白崎家からは多額の借金もあり、この間、

両家は裁判沙汰にまでなり、以来私の生家の白崎家とは絶縁状態です。 
私が中学３年の夏の頃には桑野家は差し押さえを受け、いつ競売にな

るかビクビクした毎日で父が中学校に電話してきて「今日は大丈夫だっ

たから心配要らない」と伝言があったりして、先生から「いいお父さん

だネ」と云われたりもしておりました。父は自殺未遂を２回も起しまし

た。３ヶ月程して親戚に借金を肩代りしてくれる人が現れ、どうにか生

き残れたような訳でした。 
早く卒業して職に就くことばかりを考えていたところ、高校だけは出て

おけと云ってくれる親戚が有り、職業系ならという事で福井工業高校の

機械科へ進学できました。 
高校時代の３年間はそれなりに楽しく過ごせましたが、旋盤を使ったり

鍛造や溶接等の実習には閉口しました。「自分には合わないと」常々感

じており、卒業したら自分には合わない製造関係の企業へ就職ではなく、

もっと自分の適性を広く考えたいと思い、大学進学を申し出ました。 
県内の大学で一切の経済的支援無しの条件で認めてくれ、福井大学の

学芸学部の進学を決め、約２ヶ月半の猛勉強で入学を許されました。 
これについてはエピソードがあります。数学の問題は５問有ったのです

が見ただけで全く歯が立ちません。少し問題が理解できそうなのが第１

問でした。従って第１問以外の残り４問は全く捨てて第１問に集中して

２時間掛けて取り組みました。対数（ロガリズム）の二次関数の問題で

したが１時間半取り組んでも出来ません。「もう、これで就職に決まり

だ」と思ってあきらめかけた時、突然のヒラメキがありスルスルと解け

出しました。入学当初のガイダンスで教務課の課長さんが「入学された

皆さんの中に数学０点でも入学できた人が沢山いる。心当たり有ると思

うが、こんな事は初めてです。」と云われたのを聞いた時には、心の中

で喝采を叫びました。数学のあの１問だけで入学出来たのは間違いのな

いところです。 こうして入学した大学でしたが３年になって小学課程

でしたので、教科研究は家庭科ではジャガイモの皮を剥いたり、音楽課

程ではタテ笛を吹いたりしている現実に嫌気がさしてきていました。時

間が有ればアルバイトに精を出していた訳ですが、家庭教師も３つ持っ

ておりました。そのうちの１つが運命の出会いとなった今の女房です。 
彼女が高校１年生から卒業までの３年間は全く健全そのものでした。

が、彼女が短大入学半年後にして双方が燃え上がってしまい、両方の親

に結婚を迫りましたが大反対されて、このままでは別れさせられると必

死に思い、名古屋に駆け落ちをしてしまいました。住まいも何も無い状

態ですから、瑞穂区の鉄工所に住み込みました。 
  
 
 
 
 

 
 
ここでの１年間は苦しい思いをしました。勢いで飛び込んでみたものの、

実社会はそれは厳しいものでした。しかし、二人の生活は今思うと南こ

うせつの「神田川」のような甘くも切ないものであったと気がします。 
 一年が過ぎて二人の居所が発見され、福井

へ連れ戻されて晴れて結婚を許された次第

です。大学へ戻る気もないので、仕事を探さ

なければなりません。新聞に「福井情報処理

センター」の募集広告が載り、探偵事務所か

何かと思ったのですが、三谷グループ企業と

の事で応募しました。筆記試験、適正試験と

３８人も応募者がいたのですっかりあきら

め気分でした。面接者はオーナーの三谷宏治

社長と、後に三谷商事の社長にもなられた野

坂伊八常務でした。全くのラッキーで、私だ

けがたった一人入社を許されました。 
福井情報処理センターはコンピューター処

理会社でした。私は背広を着れたのと机を一

つ与えられたのが最高の喜びでした。このよ

うな恵まれた環境の中で頑張らない訳があ

りません。当時は新会社を立ち上げたばかりで６０人の新人ばかりの若

い会社でした。メーカーからの細々とした下請けの仕事しかなくメーカ

ーに頼らず直接受注により一人立ちしなくてはなりません。  当時の

コンピューターはまだハシリの時期で県内でも一部大手企業と県庁以

外は全く理解されていない市場でした。とにかく仕事を取って来いとの

大命題を与えられた私は一番近くて縁の深い名古屋へ出向きました。 
 感激と若さと意地も有った私は飛び込みを敢行し、試行錯誤の中で粘

り強く恥をかき捨て、飛び込みを続ける内、１ヶ月経った頃たった１社

が心を動かしてくれました。「ユニーほていや」の名古屋本部の管理本

部長が５回目訪問の私に向って「一度君の会社を見たいから案内してく

れ」といわれ条件付で受注に成功しました。条件とは、私が直接にデー

タを受取り納品するというものでした。大事なデータなので運送会社へ

の委託は困ると。おかげで週１回、名古屋へ車で出掛けさらなる飛び込

み営業も続けられ、以後、日本碍子・ブラザー工業・日本特殊陶業と順

次顧客獲得につながりました。県内の営業も時間は掛かりましたが大手

企業を中心に受注もすすみ、気がついたら組織の中で３０人を抱えるチ

ーム長になっておりました。 
こんな時、我家に於いて嫁姑戦争が勃発したのです。都会での営業に

自信を深めていた私は、東京事務所設立の企画書を書き上げ稟議を通し

ました。 
東京での４年間は長くなるので省きますが、たった一人で立ち上げた

東京事務所でしたが、今は４０名を抱える東京支店となっております。

苦労もし楽しくも有りで、あっという間の三谷コンピュータでの会社人

生でしたが昭和６１年４１歳の時ですが当時私はＮＯ３の部長の地位

に居りましたが、もう一人の部長の職場不倫をめぐって専務と衝突し不

信感が頂点に達し退職を申し出ました。詳細に話し出すと面白い話なの

ですが長くなるので割愛します。慰留されましたが、私の根性曲がりは

一旦出したものは何と云われ様と押し通す姿勢を貫きました。 
 ある時、当時創立されたばかりの北陸事務機（三谷商事とセキサン工

業、富士ゼロックスの出資会社、後の福井ゼロックス）への転籍の話が

出て、当時三谷商事社長であった野坂伊八社長と北陸事務機の渡辺社長

との話し合いによるもので、北陸事務機へは営業本部長として転籍し、

１８年のあいだ色々な苦労と楽しみを味わう事が出来ました。会社創立

３年で累積赤字を一掃し現在まで１６年間１５％の配当を欠かさず続

けております。私もお陰様で常務、専務へと昇進させて頂き３年間の社

長も経験しました。 
丁度４年半前の４月１８日オーナーの三谷会長に呼ばれ社長を下りて

監査役に付くよう申し渡され、当に「鶴の一声」でした。業績について

は当時上場企業の７０％が赤字決算の時代であり、増収増益とはいきま

せんでしたが、売上高は横バイ又は微増で対前年成長率で２ケタの増益

は果たしておりました。自分なりにこれまで生きてきて、数多くの挫折

の中で、多少なりと人の痛みも解るようになり“潔さ良さ”と“ネバー

ギブアップ”の信条が身に付きつつあった時でした。 
ともかく、創立２年目の丸岡春江タウンテレコム（今のさかいケーブル

テレビ）の社長を命ぜられました。但し翌日には再度呼びつけられて「社

長ではなくて副社長で行ってくれ」と申し渡され現在に至っている次第

であります。 
 
長々と語って参りましたが自分の人生を語ったのは初めてであります。

恥ずかしながら、生き様を語らせてくださったこの場に感謝申し上げま

す。ご静聴ありがとうございました。 
 
 

 

 


